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全国バズ学習研究会研究者代表
名古屋大学大学院発達科学研究科教授

全国バズ学習研究会会長
愛知県春目井市立不二小学校長

第 33回バズ学習研究大会会長
名古屋工業高等学校長

平成 13年 9月 吉 日

梶 田 正 巳

堀 場 正 美

林   典 照

愛知県教育委員会・名古屋市教育委員会後援

第 33園全国バズ学習研究大会のご案内

初秋の候、皆様にlま益々ご清栄のことと拝察いたします。
この度、第 33回全国バズ学習研究大会を下記のとおり開催いたすことになりました。

バズ学習は、人間関係を基盤とした教育理念と教育技術であり、教育の今日的な課題である「自

ら学ぶ力Jや 「生きる力」を育むために、積極的に対応できるものと信じております。また、ア

メリカ合衆国をはじめとする先進諸国においても「協同学習Jと してバズ学習が見直され、研究

実践が進められているところです。
第 33回の研究大会では、新学習指導要領の趣旨をふまえ、教師の指導力の一層の向上を図る

ために、人間関係を基盤とした指導技術を磨き合い1高め合う場にしたいと考えております。

全国各界・各地から多数の皆様のご参加をいただきますようご案内申し上げます。
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(名古屋市昭和区円上町 22の 38)電 話 (052)871-2681

全国バズ学習研究会

愛知県教育委員会  名古屋市教育委員会

「新しい教育の目指す方向とバズ学習」
一一 新学習指導要領の主体的対応―一―
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受付 開会行事 基調提案 研究協議 I 昼食 研究協議 亜 講  演 閉会行事

〈基調提案〉
「新しい教育と協同 (バズ)学習J

一 授業改善をどう図るか一一
  中京大学教授  杉 江 修 治

〈研究発表・協議 :) 「共に学び共に育つバズ学習J

特別活動や道徳、総合的な学習の時FESで のバズ学習の取り組みで、人FE5関係を基盤にし

た教育実践の成果と問題点を発表し討論を経て、これら領域でのさらなる活用を図る。

発 表 主 題 提 者案 者助 司  会  者

「学びたいJそんな気持ち
を子 ども一人一人が持てる
といいな

小 川  治
(愛知県春日井市立牛山1ヽ学校}

寺井正輝  (春 日井市蜘原小学校長)

伊藤 篤 榊戸大鋤教機
伊藤康児  {名城大学辮 )

武山春雄
(愛知県春日井市立味美中学校長)
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撃0亀亀亀理瓶鳥ギ堪鷲綺lじ た学習ゃ自ら学こド考える力を育てる学習
:表 し討論を経て、教科指導に役立てる。

〈講 演〉
「総合的な学習の時FEIの導入と教師の役割J

南曲大学教授 石 田 裕 久

参加者  小・中・高の教員および大学研究者

参加申し込み  平成 13年 10月 20目 までに、FAXま たは郵送で下記へお申し込み下

【申し込み:先】

'し

。` 当日参カロも結構
｀
です。

全国バズ学習研究会事務局
T487-Oo25

会 長  堀 場 正 美

愛知県春 日井市出川町 3丁目 14の 1

春 日井市立不二小学校内
電話  (0568)51-oo29  FAX (o568)51-2600

参加費  1, ooo円 (学生は 500円 )

当日、受付で納入 してください。

会場案内図  (裏面 )

懇親会のご案内
・ 日 時   11月 10日 (土) 17:15～ 19:30
・懇親会会場  「シャンピアプラザ」  (裏 面 )
・会 費   5,Ooo円
。申し込み  参加申し込み票の欄に○印をつけてください。 (当 日、申し込みも可)

キ リ ト リ 線

第 33璽全国バズ学習研究大会参雄寧し込み票

発 表 主 題 提  案  者 助 者 司 会 者
|の

里麗言野嵩績
る協同学習

アイディアの交流でelJる

図形の学習

横 幕 将 成
{岐阜大学大学院)

1海道教育大学教授)

1南山大学教授}

1坂大学教授)

東大学教授)

西大学教授)

国バズ学習研究会常任委員}

長谷メ:1貫 一二 彬盤蜘佐ヶ谷中数長)

/Jヽ 島幸彦    (鯨醐大難師)

関田一彦  悧価大勤教締

鈴 木  収
(愛知県教育委員会尾張教育
事務所指導主事)

右 高 和 生
(愛知県春日井市立東野小学
校長)

す量麗万響轟Fの力を伸ば
―――バズ学習での基礎基本の確立を 一―

所   属 、氏 名 所 属 所 在 地 電   話

1食 800円 (  )食、注文します。
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《会場案内圏》

《懇親会会場》
「シャンピアプラザ』

名古屋市昭和区白金 3‐ 6・27
電  話  052喘871‐4611
名古屋工業高等学校より

2 0 0nl徒歩 5分

名古屋工業高等学校
T466事 0054

名古屋市昭和区円上町 22-38
電話  052-871-2681

【交通】
JR金山総合駅下車・・・徒歩約 20分
JR鶴舞駅下車・・・ 。・徒歩約 17分
金山駅 or鶴舞駅より市バス・高辻下車・・約 3分
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第 33園全国バズ学習研究大会織運営 iこつい驚「
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買会者の方ヘ

(1)駒言者.提案者、記録者の紹介をお願いします。
(2)研究協議の進め方について

。 実職発表時間は、 15～ 20分程度で轟願いします。
ホ 研究協議では、必要に応じて助言者の方々にも発言をお願 |ゝ してくだ百い。
・ 研究協議会場はFfi集目の隊澤になっています.小集団を活リロして協議lI進めていた

だけると有り難いです。
こ 短時間になりますが、最後に助言者からご指導をお願いしi重 す4

・ 一報告について、・■・体で40分になるようにしてくださいξ

記録者鋳方ヘ

(1)協議・難言記録用紙に、質疑

ていただかなくても結構です。)

(2)な ギ馨書きで結構ですから、

・応答 。ご指導等を記入、してくださ与L。 (案瞳白1群は、記録し

協議会終了後に事務局 〈爾∫II)にお捜し
‐ギさい。

提案者の方ヘ

(1)補 助資料 :ま、協議会場輸入り轟の机上においてください.

その性

(1)昼 食場所は、 2号館 4Fの Fヵ フェ」でおとりくださいぅなぉ、ョ許当は「力 I・ ェ」入り回
で暮:き 替えます。

(2)会 場綾においては、本国「中学生の学校見学会Jを実施しています。他教室磁:立ち入らな
しヽようお懸いします。


